
 

学校名 三原市立和木小学校

改善方策

   １０月     ２月

ｈ
達成値

ｈ
達成値

イ ロ ハ

90% 85 99 110% A

○生徒指導部が下校時の定期パトロールを実施
した。また各職員が校外に出向いた時をとらえて
校区の様子の情報交換を行うことができた。

パトロール結果の情報を保護者にも開示
し，情報の共有化をはかる。 4

90% 100 99 110% A
○電話や家庭訪問を通して保護者と連携をとり，
迅速に対応することができた。

これまでの取組を継続していく。 4

90% 100 100 111% A

○週予定（和木愛愛）に明記したりテレビ会議の
担当を示すぬいぐるみを机上に置いたりして意
識化することにより，会議計画に基づいて実施で
きた　。

これまでの取組を継続していく。 4

自学の計画達成率 90% 93 89 99% B

○自学計画表，フォロープリントの活用により，９
割近くの児童に自学の習慣がついた。中学年以
上は，自学ノート指導にも力を入れ，自分に必要
なことを考えて学習できる児童も増えた。
●依然学習習慣がついていない児童がおり，個
別指導が必要である。

検定テスト週間だけでなく，日常的に児童
の家庭学習の実態を把握し，個にあった
学習方法をアドバイスする。

4

前期１回
後期１回 ２回 100 100 100% A

○検定テストを目標に，意欲的に学習する児童
が増えた。また，教師が児童の学習定着状況を
把握するのにも有効であった。

個の課題をしっかり分析し，個に応じた補
習を行う。 4

児童教師意識調査
「わかる授業」の児童・教師ア
ンケート 80% 96 99 124% A

○シナリオを作り練りあいの場面の充実を図った
こと，ことばの目標を毎時間決め，年間を通して
説明しあう活動に力を入れたことで，９８％の児
童が算数の授業がよくわかると答えた。

すべての児童がわかる授業をめざし，わ
からない児童への手立ての充実を図る。 4

検定テストの結果
（学年の目標点以上） ８５点 88 89 105% A

○前回より範囲が広がり，難易度も上がったが，
得点率が上がった。これは，授業と自学の充実
の成果である。

誤答や得点率の低い分野の分析を行い，
課題克服のための指導を行う。また，職員
が課題を共有し，来年度の指導に生か
す。

4

80% 96 94 118% A

○朝読書，読み聞かせ，図書委員による表彰な
ど，様々な読書に関する取組により，読書への関
心は高まっている。
●家読週間には家庭読書をしているが，家読週
間が終わると，家庭読書できない児童が多い。

目標設定するだけでなく，達成状況を把握
し，肯定的評価や励ましの声をかける必
要がある。また，本に自ら触れる機会が少
ない児童には，ブックトークなどを通し，本
を紹介する。

4

80% 97 91 114% A

○●前期は研究会まで目標をもち，意欲的に取
り組んだ児童が多かったが，後期に入り，目標が
曖昧になり，自主的にチャレンジする児童が減っ
た。

内容の精選，目標の設定方法など，再考
する必要がある。 4

決まりを守る力を育
む。

○靴やトイレのスリッパ
を揃えることができる。 90% 76 75 83% B

○学級ではほぼ定着してきている。
●家庭ではできていない児童が多い。

学級ではほぼ定着してきているので，児童
の様子を学級通信等で保護者に伝えてい
く。児童には家でも行うように指導してい
く。

3 1

○誰にでも進んで元気
な挨拶ができる。 90% 87 90 100% A

○学級では立ち止まって元気なあいさつができ
るようになっている。
●家庭では，できていない児童がいる。

児童会のあいさつ運動を引き続き行って
いく。教職員も，立ち止まってのあいさつを
率先して行う。

4

○一日一つは他の人に
喜んでもらえることがで
きる。

90% 84 89 99% B
○「家族のありがとう」カードの取組が功を奏し，
一日一善の意識が高まりつつある。

今後も「家族のありがとう」カードを活用し
て，学校と家庭で連携して取組を続ける。 4

◎相手を尊重した適切
な言葉づかいができる。 80% 71 82 103% A

○学校では，適切な言葉づかいの意識が高まっ
ている。
●家庭での言葉づかいは依然としてよくない。

相手を意識した適切な言葉づかいについ
て指導を続ける。学級懇談会等でも実態
交流をし，家庭でもしっかり言葉づかいに
ついて話してもらう。

3 1

各学年とも県平均を
超える種目を８０％
以上にする。

◎握力の結果を伸ば
す。

広島県の平均
（年度末までに全学年）

県平均
全学級
達成

４学級 ６学級 100% A

○１０月の測定と比べて，全学年が県平均を上
回り取組の成果が出ている。
●県平均を１．０ｋｇ以上上回っているのは１学年
である。今後も握力向上の取組を続けていく。

今後も体育の始まりの５分間チャレンジを
行ったり，休憩時間で上り棒等の握力がつ
く遊びを奨励したりして握力の向上を図
る。

4

保護者・児童のアンケート 90% 82 80 89% B

○「私の生活カード」の継続実施により，早寝が
少しづつ定着してきている。保護者も早寝をさせ
るための時間の工夫を意識してくださるように
なってきた。

低学年からの早寝の実践が望ましい。保
護者と連携した「私の生活カード」のマンネ
リ化を防ぐ方法を検討する。 4

保護者・児童のアンケート 90% 96 98 109% A
○全児童がほとんど毎日朝食摂取ができるよう
になった。朝食の内容についての実態調査や指
導が必要である。

引き続き，朝食の内容についての指導方
法を工夫する。更に，「食育の日」の話や
給食交流会等を活用して，食の大切さに
ついて児童や保護者にも話をする。

4

本年度の重点目標については◎印で示す。

基本的生活習慣に
関わる他の目標（テ
レビ等）も肯定的評
価９０％以上にす
る。

○基本的生活習慣（早
寝・朝ごはん）を身につ
ける。

朝ごはんを毎日食べる。

早寝（低：８時～9時，中高：９時～１０時）

信
頼
さ
れ
る
学
校

うんてい・のぼり棒・逆上がり等の各クラスの
目標を決めて取り組む。

健
や
か
な
体

確
か
な
学
力

欠席児童や問題行動はその日の内に連絡す
る。

実態を把握し，計画を作成するため，連携会
議・テレビ会議を定例化する。

安全点検やパトロールを実施する。

◎保幼・小・中の連携を深める。
【肯定的評価９５％】←【肯定的評価９０％】

○言葉の力を身に付け
させる。

検定テストを作成する。
フォロ－アッププリントを作成する。

評 価
コメント改善方策

ｊ
評価

ｋ
結果と課題の分析

ｉ
達成度

ｆ　評価項目・指標
（効果を見とる目安）

地域の中で学校
の評価がとても
良い。地域住民
として保護者とし
ても嬉しい意見
を聞くことが多
い。

平成22年度　　学校評価表 （　中間 ・ 最終　）

【ミッション】（自校の使命）　　知・徳・体の基礎・基本が身に付き，地域に愛着と誇りをもった児童の育成
【ビジョン】（自校の将来像）　保幼・小・中の連携を進め，小１プロブレムや中１ギャップのない，子どもが通いたい学校，保護者が通わせたい学校づくり

自己評価 学校関係者評価

校番（　２９　）

保護者・教職員のアンケート

ａ　学校教育目標
ｂ　経営理念

ミッション・ビジョン
自ら伸びる　ともに伸びる

ｇ
目標値

c　中期経営目標 ｄ　短期経営目標

評価計画

ｅ　目標達成のための方策
（こんなことをして達成します）

・今後も，しっか
り学力を付けて
ほしい。

・読書に関して
はとても素晴ら
しいと思う。

体力つくりを頑
張ってほしい。
日本１の福井県
をめざして。

児童・教職員のアンケート

各学年でことばの目標（美しい日本語の暗唱
等）を決め，指導方法を工夫する。

低中学年：宿題をやりきらせる。
高学年　 ：自学の習慣を身につける。

各学年で読書の目標（時間，冊数等）を決めて
取り組む。

思考を深める算数科の授業を行う。
（授業スタイルの統一を図る。- 練り合い場面
のシナリオづくり）

保護者・児童・教職員の
アンケート

・地域で「学校の
トイレがとても綺
麗だ」と評判であ
る。
・低学年の方
が，言葉づかい
が丁寧である。
・日常の躾につ
いては，家庭で
保護者も頑張っ
てほしい。

豊
か
な
心

クラスの係りや委員会活動等で目標を決めて
取り組み，認める場をもつ。

「ありがとう」の木等，取り組みの評価を工夫
する。

クラスの係りや委員会活動等で目標を決めて
取り組み，認める場をもつ。

友達や周りの人を
大切にできる力を育
む。

クラスの係りや委員会活動等で目標を決めて
取り組み，認める場をもつ。

標準学力調査・全国
学力テスト・基礎基
本定着状況調査の
得点（全学年平均を
１０ポイント超える）

○安心・安全な学校にする。
【肯定的評価９５％】←【肯定的評価９０％】

◎問題行動に迅速に対応する。
【肯定的評価９５％】←【肯定的評価９０％】

◎標準学力調査の算数
科の得点（Ｈ２２比２ポイ
ントアップ）

【ｊ：自己評価　評価】
Ａ：１００≦（目標達成）　　　B：８０≦（ほぼ達成）＜１００
Ｃ：６０≦（もう少し）＜８０　　Ｄ：（できていない）＜６０

【ｌ：学校関係者評価　評価】
イ：自己評価は適正である。　ロ：自己評価は適正でない。
ハ：分からない。

別紙様式１


